
 
 

 

 

 

 

 同 時 発 表 ： 東 北 地 方 整 備 局  

 令 和 ４ 年 ３ 月 ７ 日 

道 路 局 
 

災害に強く、新たなまちを支える復興道路・復興支援道路 

東日本大震災から１０年が経過し、節目の年に全線開通 
 

 

１．沿線における工場立地の加速・地域産業を支援 

○青森・岩手・宮城では、復興道路・復興支援道路沿線に新たに工場が 245 件立地 

○福島県内では、復興支援道路沿線の相馬港エリアに新たに工場が 13 件立地 

 
 

２．沿線の「道の駅」等により、復興まちづくりとしての拠点を支援 

○沿線における 21 箇所の道の駅を、道路上からの案内を充実し休憩サービス等を提供 

・震災以降、10 箇所の道の駅がオープン(うちリニューアル 5 箇所含む) 

 
 

３．全線開通後の交通状況 

○交通量は全路線で増加、特に大型車交通量の伸びが大きく被災地の物流を支援 

・三陸沿岸道路では、特に岩手県内の大型車交通量が 1.3 倍～1.7 倍増加 

○三陸沿岸道路は、冬期においても信頼性の高い機能を確保 

・東北自動車道が吹雪による通行止め時に、大型車約 2,000 台が三陸沿岸道路に転換 

○沿線市街地において交通混雑が緩和 

 ・宮城県気仙沼市内の幹線道路では、混雑区間が約 44％から約 2％まで減少 

○実際に走行した車両のデータ(ETC2.0 ﾃﾞｰﾀ)を用いて、走行時間を分析 

・仙台港北 IC～八戸南 IC 間の走行時間は約 4 時間 30 分  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜問い合わせ＞ 

国土交通省 道路局 国道・技術課 国道事業調整官 四
し

童子
ど う じ

 隆
たかし

（内線 37803） 

企画専門官   森田
も り た

 裕介
ゆうすけ

 （内線 37832） 

代表電話 03-5253-8111 直通電話 03-5253-8492 FAX 03-5253-1620 

復興道路・復興支援道路は、一刻も早い復旧・復興を目指し、災害に強く、新たなまちを支

える道路として、約１０年で全線開通（５５０ｋｍ）を実現しました。 
広域的な道路ネットワークの完成で主要都市間の所要時間が短縮し、津波浸水区域の回避

や復興まちづくりと一体となったインターチェンジ配置などにより、沿線では様々な効果が

発現されています。 
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○交通量は全路線で増加、特に大型車交通量の伸びが大きく被災地の物流を支援 

・三陸沿岸道路では、特に岩手県内の大型車交通量が1.3倍～1.7倍増加 

○三陸沿岸道路は、冬期においても信頼性の高い機能を確保 

・東北自動車道が吹雪による通行止め時に、大型車約2,000台が三陸沿岸道路に転換 

○沿線市街地において交通混雑が緩和 

 ・宮城県気仙沼市内の幹線道路では、混雑区間が約44％から約2％まで減少 

○実際に走行した車両のデータ(ETC2.0 ﾃﾞｰﾀ)を用いて、走行時間を分析 
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＜ 発 表 記 者 会 ＞  青 森 県 政 記 者 会 、 岩 手 県 政 記 者 ク ラ ブ 、 宮 城 県 政 記 者 会 、 福 島 県 政 記 者 ク ラ ブ 、 東 北 電 力 記 者 会 、 東 北 専 門 記 者 会 
 

【問い合わせ先】 

国土交通省 東北地方整備局 ＴＥＬ０２２－２２５－２１７１（代表） 

      道路部 道路計画第一課 課長 柏
かしわ

  宏樹
ひろき

（内線 4211） 

           道路計画第二課 課長 大澤
おおさわ

  尚史
なおふみ

（内線 4251） 
 

復興道路・復興支援道路は、復興のリーディングプロジェクトとして震災後１０年で全線開通させ

ることを目標に始動しました。 
三陸沿岸道路や東北横断自動車道（釜石～花巻）など、震災時点で開通していた区間は、 

わずか１７３ｋｍ（約３割）で、主要都市間の移動はおもに現道を利用していました。仙台から八戸

間の時間は８時間３５分を要していました。 
復興道路・復興支援道路は、一刻も早い復旧・復興を目指し、災害に強く、新たなまちを支える道

路として、約１０年で全線開通（５５０ｋｍ）を実現しました。 
広域的な道路ネットワークの完成で主要都市間の所要時間が短縮し、津波浸水区域の回避や復興ま

ちづくりと一体となったインターチェンジ配置などにより、沿線では様々な効果が発現されています。 



復興道路・復興支援道路について

三
陸
沿
岸
道
路

【復興支援道路】
宮古盛岡横断道路

【復興支援道路】
東北中央自動車道

（相馬～福島）

【

復
興
道
路

】

【復興支援道路】
東北横断自動車道

釜石秋田線
（釜石～花巻）

仙台港北

八戸市

仙台市

宮古市

気仙沼市

5時間13分

3時間29分

1時間59分

路線名 計画延長 開通済延長 開通割合

三陸沿岸道路 359㎞ 129㎞ 36%

宮古盛岡横断道路 66㎞ 14㎞ 21%

東北横断自動車道
（釜石～花巻）

80㎞ 30㎞ 38%

東北中央自動車道
（相馬～福島）

45㎞ 0㎞ 0%

計 550㎞ 173㎞ 31%

八戸市

仙台市

気仙沼市

8時間35分

5時間28分

2時間50分

三
陸
沿
岸
道
路

【

復
興
道
路

】

仙台港北

〇東日本大震災前 〇全線開通後

宮古市

・都市間所要時間は各市役所間で算出
・既供用区間の速度は、

H27全国道路・街路交通情勢調査
（非混雑時、上下平均）を採用

・未供用区間は、道路構造に応じた速度を適用

○ 震災時点で開通している復興道路・復興支援道路の延長は約173kmで総延長550km
のわずか31％であった

○ 震災前は、仙台から八戸間の移動は8時間35分を要していたが、開通により約3時間
短縮になり5時間13分。 各主要都市間の所要時間が大幅に短縮

【復興支援道路】
宮古盛岡横断道路

【復興支援道路】
東北中央自動車道

（相馬～福島）

【復興支援道路】
東北横断自動車道

釜石秋田線
（釜石～花巻）

2時間

1時間53分

1時間15分 52分

1時間21分

1時間26分

 現道活用区間

 その他高規格幹線道路

 開通済区間

凡　例

○三陸沿岸道路（仙台～八戸間）
約3時間短縮（約8時間35分⇒約5時間13分）

○東北横断自動車道路（釜石～花巻）
約30分短縮（約1時間53分⇒約1時間21分）

■復興道路・復興支援道路の所要時間の変化

○東北中央自動車道（相馬～福島）
約25分短縮（約1時間15分⇒約52分）

※都市間所要時間は各市役所間で算出

■復興道路・復興支援道路の開通延長（H23.3月）
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〇強靭性の確保、防災機能の強化

・津波浸水区域を回避することで災害時の通行
も可能

・災害時に復興道路が避難場所になるように避
難階段を設置

復興道路・復興支援道路について

〇復興まちづくりの支援

・復興まちづくりと一体となって利便性を考慮
したIC（インターチェンジ）を弾力的に配置

・ICの弾力的な配置により水産業や商工業施
設、防災拠点や病院等へのアクセス性を向上

復興道路のルートは、津波浸水域を９５％回避

残りの5％は高さのある橋梁で通過

三陸沿岸道路

市街地・集落

ＩＣ

緊急車両用出入口

病院など

防災拠点など

水産業や商工業施設

ＩＣ

ＩＣ
アクセス向上

復興道路への避難階段や緊急連絡路を設置

岩手県普代村 避難訓練

９.７

４.６

0

4

8

12

東北自動車道 三陸沿岸道路

㎞に1箇所

㎞に1箇所

IC間隔が1/2
(アクセス性２倍)

復興道路のＩＣ設置間隔（仙台～八戸間）

〇災害に強い道路とするため、強靱性の確保と防災機能の強化を実現
〇新たなまちづくりと暮らしを支える道路として、インターチェンジを弾力的に配置。地域の

産業・商業施設、防災拠点や医療施設へのアクセス性を強化して復興まちづくりを支援

45

45

至八戸

至宮古

野田IC

E45

気仙沼港IC

至釜石

至仙台
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○青森・岩手・宮城では、復興道路・復興支援道路沿線に新たに工場が２４５件立地
○宮城県気仙沼市では効率的な流通体制を目指して共同トラックターミナルを整備。三陸沿岸道路より運送事業者６社が配送
○IC近郊に水産加工団地が集積、工場立地の約７割を占める水産加工業の出荷額も回復の兆しがみられ、地域産業の復興を支援

青森・岩手・宮城では、復興道路・復興支援道路沿線に新たに工場が245件立地

■青森・岩手・宮城の工場立地状況（H23～R2）

工場新増設件数

新設増設

40件～
20件～
10件～
5件～
1件～

復興道路・
復興支援道路

※工場立地動向調査は、製造業、電気業、ガス業、熱供給業の用に供する工場又は研究所を建設
する目的をもって、1,000平方メートル以上の用地（埋立予定地を含む）を取得（借地を含む）し
た事業者を対象としているため、右図の気仙沼市の水産加工団地の立地企業数と異なる

■気仙沼IC近隣の水産加工施設等集積地

資料：気仙沼市提供資料（R3.2月時点立地企業数）

20 49 76 118 140 164 176 196 222 245

1
5 6

10 14 22 24 28
32 34

21 54 82
128

154 186 200 224
254 279

153.2
176.9196.5213.7226.3 240 261.2

299.8
355.3

408.1

0
50
100
150
200
250
300
350
400
450

0

100

200

300

400

500

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

(km)（件/年）

増設 新設 復興道路・復興支援道路の整備延長

■工場立地の推移（累積）
（復興道路・復興支援道路沿線市町村）

出典：工場立地動向調査

水産加工業
66%

出典：工場立地動向調査

その他
34%

■気仙沼市工場立地の産業分類内訳（H23-R2）

31,171 

19,469 

26,081 
28,690 

30,030 
29,602 29,509 

30,862 
32,722 

31,931 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

(億円)

震災前の水準まで回復
■気仙沼市の水産加工業出荷額の推移

657 

186 166 
285 267 

389 
327 

498 
429 

544 

0

200

400

600

800

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

(億円)

出典：工業統計

震災前の水準へ回復傾向

増加

■製造品出荷額
（復興道路・復興支援道路沿線市町村）

出典：工業統計

水産物輸送荷捌き用地
（運送事業者６社協同トラックターミナル）

水産物を
近郊ICより
効率的に流通
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○復興支援道路の相馬港エリアでは、東日本大震災以降に発電所やLNG基地など大規模施設が１３件新増設
○相馬市・新地町周辺の製造業従事者が増加傾向。東北中央自動車道（相馬～福島）の開通による時間短縮により通勤圏域も拡大
○東北中央自動車道沿線の福島市・伊達市・桑折町では、交通アクセス性の向上によりIC近郊に新たな工業団地等の整備が進行中

福島県内では、復興支援道路沿線の相馬港エリアに新たに工場が13件立地

■相馬港および周辺工業団地の企業立地状況 ■東北中央自動車道（相馬～福島）沿線地域における工場新増設状況（H23～R2）と
相馬港60分圏の変化

福島おおざそうインター
工業団地

堂ノ内地区
土地区画
整理事業
（計画中）

桑折工業団地

伊達市
新工業団地

資料：〈工場新増設状況〉工場立地動向調査

伊達中央IC 阿武隈急行
保原駅

流通・業務拠点
（計画中 ）

伊達市新工業団地

■伊達中央IC付近に新たな工業団地を整備中。
R４年の分譲を予定。

《相馬港エリア事業者の声》
・東北中央道が開通したことによ
り通勤時間が短縮し、伊達市
から通勤を始めた者がいる。
福島県他地域からも雇用が可
能となった。
・福島市内の大学生が東北中
央道を利用して、企業説明会
に参加しており、採用の幅が広
がった。

■伊達桑折IC ～相馬港間の所要時間の変化

92

52

0

20

40

60

80

100

開通前 開通後

約40分短縮

〇工業団地等の整備が進んでいる
福島市、伊達市、桑折町

■相馬市・新地町における工場新増設件数（累計）と
製造業従業者数の推移

相馬港60分圏域
東北中央道（相馬～福島）整備前60分圏
東北中央道（相馬～福島）整備後に拡大したエリア

相馬港

〈相馬港60分圏〉【整備前】平成27年度全国道路・街路交通情勢調査混雑時速度より算出
【整備後】ETC2.0データ（R3.10月平日7-8時台）平均速度より算出

H23以降に新増設した施設 至 仙台市

至 いわき市

６

113

E6

相馬ＩＣ 相馬山上
ＩＣ

至
福
島
市相馬中核工業団地

（東地区）

相 馬 港

米低温倉庫

鉄鋼加工工場
石炭灰倉庫

バイオマス燃料倉庫

LNG
火力発電所

LNG基地

貯炭場
石炭火力発電所

プラスチック
成型工場

医療機器工場

自動車部品工場

金型部品工場

ダイヤモンド工具工場
プラスチック製品工場

６ E13

東北中央自動車道

115

縫製工場

相馬港エリア

相馬市役所

新地町役場新地町

相馬市

福島市

伊達市

桑折町

福島県

伊達桑折IC～相馬港 延長約53㎞

福島市役所

伊達市役所

桑折町役場

1 1 2
5 8 8

12
13 13 13

44 44
45 45 45 45

47
48 48

40

42

44

46

48

50

0

5

10

15

20

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2
新増設件数（累計） 製造業従業者数

東北中央自動車道
（相馬～福島）
全線事業化

東北中央自動車道
（相馬～福島）
全線事業化

東北中央自動車道
（相馬～福島）
全線開通
R3.4

東日本
大震災
東日本
大震災

(件)

資料：〈工場新増設件数〉：工場立地動向調査
〈従業者人口〉：工業統計

H23～R2の10年間で、
新増設件数：13件

新
増
設
件
数
（
累
計
）

(百人)

15.4ha

相馬港エリア

資料：〈整備前〉：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査混雑時速度より算出
〈整備後〉：ETC2.0データ（R3.10月平日7-8時台）平均速度より算出
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久慈北
IC

予定地E45

至 洋野町

至

野
田
村

復興道路・復興支援道路沿線の「道の駅」等により、復興まちづくりとしての拠点を支援

〇復興道路・復興支援道路沿線における２１箇所の道の駅について、道路上からの案内を充実し休憩サービス等を提供
〇岩手県久慈市の新たな広域道の駅の開業予定や「大谷海岸」「高田松原」などがリニューアルオープンし、賑わいを創出
○沿線にある震災伝承施設へのアクセスが向上し、教育旅行で多く利用されるなど見学エリア、見学時間が拡大

※R5年4月開業予定

※R3.3.28リニューアルオープン

出典：三陸国道事務所
R3.5.19撮影

① 広域道の駅
（R5年4月開業予定）

③ 道の駅「大谷海岸」
（R3年3月28日

リニューアルオープン）

気仙沼・陸前高田エリア

気仙沼まで
開通後８９分

見学エリア
が拡大

南三陸まで
開通前７９分

南三陸エリア

※R1.9.22リニューアルオープン

出典：道の駅「高田松原」、R3.7.22撮影（屋外休憩施設完成イベント時）

■道の駅「高田松原」はオープン（R1.9.22）から2年で約100万人が来場

■移動時間短縮で、震災伝承施設の見学エリアや見学時間が拡大

仙
台
発

仙
台
着

開通前

開通後

新たな立寄先として気仙沼が追加

宿
泊
先

移
動

食
事

見
学

（
南
三
陸
）

移
動

移
動

移
動

食
事

見
学

（
南
三
陸
）

見
学
（
南
三
陸
）

〇修学旅行のスケジュール例

１日目 ２日目

見
学

（
南
三
陸
）

移
動

食
事

見
学

（
南
三
陸
）

移
動

移
動

移
動

食
事

見
学

（
南
三
陸
）

見
学

（
気
仙
沼
）

② 道の駅「高田松原」
（R1年9月22日

リニューアルオープン）

N

教育旅行の様子(東日本大震災津波伝承館) 観光客で賑わう道の駅「高田松原」

道の駅「遠野風の丘」
（R3年4月3日リニューアルオープン）

道の駅「青の国ふだい」
（R3年9月25日オープン）

道の駅「たのはた」
（R3年4月22日リニューアルオープン）

（仮）道の駅「やまだ」
（R4年度末移転・開業予定）

道の駅「さんさん南三陸」
（R4年秋頃開業予定）

192 197 200
224 240

276 288 289 302 

0

50

100

150

200

250

300

350
震災伝承施設の登録件数(件)

■震災以降、10箇所の道の駅がオープン（うちリニューアル5箇所含む）
震災前：16箇所、現在：21箇所

道の駅「たろう」
（H30年4月7日リニューアルオープン）

仙台発
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E45

E4A

106
国道

ROUTE

E45

E45

E45

E46E46

E4

E4

E4

E6

E48

E13

東北中央自動車道（相馬～福島）

　　　広　域　図

令和４年２月１日 現在

復興道路《三陸沿岸道路》
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R4.1

Ｈ22

R4.1

Ｈ22

R4.1

Ｈ22

R4.1

（台/日）

H22

Ｒ4.1

8,600

10,300

■国道 ■高規格道路
（ ）：交通量の伸び（断面）
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8,600
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19,600

18,800

18,100

20,300

17,700

20,600

8,600

6,500 4,000

0 5,000 10,000 15,000

Ｈ22

R4.1

復興支援道路
《東北横断自動車道釜石秋田線》

H22

Ｒ4.1

8,600

10,500

復興道路・復興支援道路の交通量の変化(H22⇒R4.1月)

2,300

200
5,400

0 2,000 4,000 6,000

Ｈ22

R4.1

復興支援道路《東北中央自動車道》

H22

Ｒ4.1

2,300
（2.4倍）
5,600

44,800

49,800

(台/日)

(台/日)
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200
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Ｈ22

R4.1

復興支援道路《宮古盛岡横断道路》
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岩
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松
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3,600

(台/日)

(1.0倍)
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Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

H22

Ｒ4.1

○ 復興道路・復興支援道路整備後の交通量は全路線で増加し、被災地の交流拡大を支援
○ 三陸沿岸道路では、特に宮城県内の交通量が大幅に増加（浦島大島IC～気仙沼港ＩＣ 約3,000台増）
○ 東北中央自動車道では、現道の隘路区間通行が回避され、内陸部と沿岸部の結びつきが強まり、
交通量が約2.4倍に増加（相馬山上ＩＣ～相馬玉野ＩＣ 約3,300台増）
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平日 全車

復興道路

復興支援道路

復興支援道路 現道活用区間

その他高規格道路

フルインター

ハーフインター

ジャンクション

現道活用区間接続箇所

(出典)
H22：H22年道路交通センサス
R4.1：トラフィックカウンターによる計測値（平日平均※）
※三陸沿岸道路(利府中IC～矢本IC)の通行止めが発生したR4.1.11
東北縦貫自動車道(北上金ヶ崎IC～一戸IC)の通行止めが発生した
R4.1.12～13は除く
※「平津戸・岩井～松草」の宮古盛岡横断道路、国道、「遠野住田～
遠野」の国道、「相馬～福島」の国道は、R4.2.3(木)の現地計測値
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IC
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東北中央自動車道（相馬～福島）

　　　広　域　図
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復興道路・復興支援道路の交通量の変化(H22⇒R4.1月)
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(1.3倍)

(1.7倍)

(1.0倍)

(1.6倍)

令和４年２月１日 現在

■国道 ■高規格道路
（ ）：交通量の伸び（断面）

《三陸沿岸道路》

○ 復興道路・復興支援道路の整備後、特に大型車交通量の伸びが大きく、被災地の物流を支援
○ 三陸沿岸道路では、特に岩手県内の大型車交通量が1.3倍～1.7倍に増加
○ 東北横断自動車道釜石秋田線では、内陸部の工業集積地と釜石港の結びつきが強まり、
大型車交通量が約1.6倍の増加（遠野住田IC～遠野IC 約700台増）
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平日 大型

復興道路

復興支援道路

復興支援道路 現道活用区間

その他高規格道路

フルインター

ハーフインター

ジャンクション

現道活用区間接続箇所

(出典)
H22：H22年道路交通センサス
R4.1：トラフィックカウンターによる計測値（平日平均※）
※三陸沿岸道路(利府中IC～矢本IC)の通行止めが発生したR4.1.11
東北縦貫自動車道(北上金ヶ崎IC～一戸IC)の通行止めが発生した
R4.1.12～13は除く
※「平津戸・岩井～松草」の宮古盛岡横断道路、国道、「遠野住田～
遠野」の国道、「相馬～福島」の国道は、R4.2.3(木)の現地計測値

復興支援道路《宮古盛岡横断道路》

復興支援道路
《東北横断自動車道釜石秋田線》

復興支援道路《東北中央自動車道》

IC
IC
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○吹雪による東北自動車道の通行止め時に、三陸沿岸道路の交通量は最大約1.6倍に増加（岩手県田野畑地区）
○大型車は約2,000台が東北自動車道から三陸沿岸道路に転換し、冬期でも信頼性の高い機能を確保

三陸沿岸道路は冬期においても信頼性の高い機能を確保

0

5,000

10,000

15,000

(台/日)

0

5,000

10,000

15,000

(台/日)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

(台/日)
三陸沿岸道路へ広域迂回

八戸

仙台

断面

■三陸沿岸道路の交通量（前週と比較）

■並行する道路の断面交通量（大型車）の推移（前週と比較）

田野畑

宮古

釜石

E45

一戸IC

盛岡南IC

E4

※出典：NEXCO東日本トラカン計測値（速報値）、国土交通省トラカン計測値（速報値）

E4A

盛岡

北上金ヶ崎IC

宮古南IC

宮古中央JCT

盛岡IC
盛岡南IC～滝沢IC通行止
1/12 9：15～18：20
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E4東北道 盛岡南IC～盛岡IC 盛岡南IC～滝沢IC通行止：1/12 9：15～18：20

減少
－約2,200台/9h
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増加

国道4号 盛岡市 盛岡南IC～滝沢IC通行止：1/12 9：15～18：20

＋約1,200台/9h

42 60 93 91 94 91
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盛岡南IC～滝沢IC通行止：1/12 9：15～18：20E45三陸沿岸道路 宮古南IC～宮古中央JCT

増加

通常期
（1/5）

東北道通行止め時
（1/12）

■：大型車 ■：小型車 ■：大型車 ■：小型車 ■：大型車 ■：小型車

通常期
（1/5）

東北道通行止め時
（1/12）

通常期
（1/5）

東北道通行止め時
（1/12）

宮古 釜石田野畑
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【広域迂回案内の実施】

東北道（下）富谷ジャンクション情報板

E 4北上金ヶ崎⇒E 4鹿角八幡平 吹雪通行止

青森方面 E45三陸道もご利用を

E4東北道
吹雪

通行止有

仙台方面
E45三陸道
もご利用を

ブリンク

八戸道（上）八戸ジャンクション【簡易LED】

【現地状況】

盛岡市内の国道４号
（1/12 11時頃）
吹雪が発生中

至 八戸

至 仙台1.12 撮影

宮古中央JCT付近
（1/12 12時頃）

多くの大型車両を確認

至 八戸

至 仙台1.12 撮影

　　　広　域　図
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吹雪による通行止
北上金ヶ崎IC～一戸IC
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＋約1,200台/9h
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JCT
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小山田橋南袂交差点
【特定解除】
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小山田橋南袂
交差点

E45
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道
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旧鼎が浦高校前入口交差点

松崎馬場交差点（R2解除）

気仙沼港ＩＣ

浦島大島ＩＣ

気仙沼鹿折ＩＣ

E45

気仙沼中央ＩＣ

26

古町3丁目交差点（H28解除）
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気仙沼保険所東交差点

四反田交差点

中谷地交差点

上田中1丁目交差点

旧鼎が浦高校前入口交差点

松崎馬場交差点（R2解除）
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○復興道路・復興支援道路の開通により、沿線市街地の交通混雑が緩和
○宮城県気仙沼市内の幹線道路では、夕方時における速度20km/h以下の混雑区間が約44％から約2％まで減少
〇岩手県宮古市内の幹線道路では、夕方時における速度20km/h以下の混雑区間が約53％から約6％まで減少

沿線市街地の交通混雑が緩和

出典：H27全国道路街路交通情勢調査混雑時旅行速度,
R3 ETC2.0プローブデータ 10月平日17時台

速度20km/h以下の延長
(   )は、対象区間に対する割合

■岩手県宮古市内の走行速度の変化

国道45号
約37%減

国道45号 国道45号+三沿道

断面合計
約4%増

■宮城県気仙沼市内の走行速度の変化

■混雑区間の変化（国道106号） ■断面交通量の変化■混雑区間の変化（国道45号） ■断面交通量の変化
(台/日)

出典：H27全国道路街路交通情勢調査混雑時旅行速度,
R3 10月のトラカン日交通量（平日）

出典：H27全国道路街路交通情勢調査混雑時旅行速度,
R3 ETC2.0プローブデータ 10月平日17時台

国道106号
約42%減

国道106号 国道106号+
宮古盛岡横断道

(台/日)

出典：H27年度全国道路・街路交通情勢調査結果、
R3年度全国道路・街路交通情勢調査結果

◇全線開通前【H27】 ◇全線開通後【R3】

主要渋滞箇所

市役所

交通量比較断面

出典：H27全国道路街路交通情勢調査混雑時旅行速度 出典：R3 ETC2.0プローブデータ 10月平日17時台

速度(km/h)
～20
20～30
30～40
40～

N N

◇全線開通前【H27】 ◇全線開通後【R3】

混雑区間が
約２％まで減少

混雑区間が
約6％まで減少

※ 混雑区間とは、速度20km/h以下の区間（上り・下り）
※ 混雑区間とは、速度20km/h以下の区間（上り・下り）

国
道
45号

比
較
対
象
区
間

L=
9.５

km

出典：H27全国道路街路交通情勢調査混雑時旅行速度 出典：R3 ETC2.0プローブデータ 10月平日17時台

N

主要渋滞箇所

市役所

交通量比較断面

速度(km/h)
～20
20～30
30～40
40～

N

国道106号 比較対象区間 L=4.9km 国道106号 比較対象区間 L=4.9km

至 久慈市 至 久慈市

至 釜石市至 釜石市

至 陸前高田市 至 陸前高田市

至 仙台市 至 仙台市

至 盛岡市

至 盛岡市

【対象区間：L=19km(上下) 】

(約44%)

(約2%)

【対象区間：L=9.8km(上下) 】

(約6%)

(約53%)

速度20km/h以下の延長
(   )は、対象区間に対する割合
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E45

E4A

106
国道

ROUTE

E45

E45

E45

E46
E46

E4

E4

E4

E6

E48

E13
東北中央自動車道（相馬～福島）

都市間(IC間)の所要時間・速度の変化
～ETC2.0データで分析 R4.1月（冬期）の平日平均の時間・速度～

○ 実際に走行した車両のデータ（ETC2.0ﾃﾞｰﾀ※）を用いて、走行時間を分析
○ 仙台港北IC～八戸南IC間の走行時間は、約4時間30分

※車載器のGPSなどから経路情報や速度情報等を把握できるビッグデータ

　　　広　域　図

気仙沼中央IC

宮古中央JCT手代森IC

釜石JCT花巻空港IC

約20分短縮

開通前

42km

久慈IC

81km

49km

65km

54分

〔52km/h〕

開通後

34分

〔74km/h〕

約50分短縮

開通前

109分

〔50km/h〕

開通後

59分

〔79km/h〕

約37分短縮

開通前

75分

〔48km/h〕

開通後

38分

〔78km/h〕

約40分短縮

開通前

91分

〔52km/h〕

開通後

51分

〔77km/h〕

約33分短縮

開通前

122分

〔59km/h〕

開通後

89分

〔77km/h〕

約3時間短縮

開通前

7時間31分

〔53km/h〕

開通後

〔77km/h〕

仙台港北IC

78km

約37分短縮

開通前

108分

〔51km/h〕

開通後

71分

〔66km/h〕

76km
約31分短縮

開通前

92分

〔54km/h〕

開通後

61分

〔73km/h〕

43km

約26分短縮

開通前

60分

〔48km/h〕

開通後

34分

〔74km/h〕

宮古中央JCT

八戸南IC

釜石JCT

(出典)
開通前：H22時点(H22道路交通センサス昼間12時間速度)
開通後：R4.1時点(ETC2.0データ、R4.1.4～23(平日)昼間12時間)
※三陸沿岸道路(利府中IC～矢本IC)の通行止めが発生したR4.1.11、
東北縦貫自動車道(北上金ヶ崎IC～一戸IC)の通行止めが発生した、
R4.1.12～13は除く

【算出条件】
・各市町村役場最寄りのIC間
（H22時点でIC未整備の場合は、IC直近の国道の交差点）
・全車両の平均所要時間を使用

相馬IC伊達桑折IC

113km

350km

復興道路

復興支援道路

復興支援道路 現道活用区間

その他高規格道路

フルインター

ハーフインター

ジャンクション

現道活用区間接続箇所

4時間31分

仙台港北
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